
 

 

 

 

 

 

令和 8年度入学生からの標準服が決定しました。 

 校長 紅林 兼一 

 

     日頃より、本校の教育活動への御理解と御協力に深く御礼申し上げます。 

     さて、本号では、令和 5年度から標準服を変えるかどうかの検討からスタートし、約 2年間にわたる委員会 

    の協議で、令和 8年度入学生からの標準服が決定しましたので御紹介させていただきます。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し の だ け 
             ～ も っ と 踏 み 出 す 篠 崎 中 ～ 

 

学校だより第 12 号 

令和７年３月 10 日 

「篠中ちゃ

んねる」 

はコチラ 

生徒アンケート結果 

Aパターン（AB型のデザイン差が大きい）25.2％ 

B パターン（AB 型同じバージョン１）  26.9％ 

Cパターン（AB型同じバージョン２）  25.0％ 

Dパターン（AB型のデザイン差が小さい）22.9％ 

スクールカラーをなぞった 

鮮やかなダークグリーン 

イギリス紋章をイメ 

ージさせる紋章柄 

えんじとグレーのストライプ 

男女同じ生地のグレーチェック柄 
協議概要 

生徒アンケートの結果が、４バージョンともほぼ数値の違いがな

かったが、この度の改定の主旨である「性自認への対応」といっ

た観点に立ち戻っての協議を行った。結果、ＡＢ型同じバージョン

で、かつ、生徒アンケートで数値が高い、Bパターン（AB型同じバ

ージョン１）を採用することとなった。 

改定を「するか」「しないか」からの検討をはじめ、約 2 年間に及

ぶ検討委員会になりました。御協力いただきました委員の皆様、

本当にありがとうございました。 

シルエットは、Ａ型、Ｂ型、ＡＢ兼用型

の三つのタイプから選択できます。 

袖は、ボタンなしの黒の反射ライン 

ボタンは、本デザイン

を受けて最終決定 

エンブレムは既に決まって

いるデザインから本デザイ

ンに合わせた色味に変更 



 

部活動名 大会名・種目・順位等 

美術等 
令和６年度 第 24回江戸川区立中学校合同作品展 

篠崎中学校代表者 125名出品 

美術科 

江戸川区原動付自動車ご当地ナンバープレートデザインコンテスト 

選定委員特別賞 

１年 ３名  ２年 ５名  ３年 ６名 

国語科 東京都公立学校美術展覧会 出品展示 １名 

国語科 

校内書初め展コンクール 

金賞 １１名 

銀賞 ２９名 

銅賞 ４２名 

陸上部 
令和 6年度 江戸川区 区民駅伝競走大会 

中学女子の部 第８位 女子A   

国語科 江戸川区中学校合同作品展 教育研究会長賞 １名  推薦 ２名 

男子バスケットボール部 令和６年度 江戸川区連盟杯争奪戦中学生の部 第３位 

美術等 
第 74回東京都公立学校美術展覧会  

美術科 ２名  技術科 １名  家庭科 ３名 

本校の取り組み 

篠崎中学校職員研修（フィールドワーク） 

本校では、職員の人権課題への理解を深めるため、人権課題に関わるフィールドワークを実施しております。 

昨年度は、人権課題「同和教育」をテーマに専門家を招いての山谷掘り地域からの回向院見学と人権課 

題「子ども」をテーマに児童相談所保護施設のフィールドワークを行いました。 

      今年は、「日本最大の近代食肉処理場に学ぶ～江戸・東京の肉食文化は、どこから、どのようにはじまった 

のか～」をテーマに、東京中央卸売市場食肉市場「お肉の情報館」に行って参りました。 

  「小動物のせり」「施設の説明」「牛、豚の解体作業のビデオ」「職員 OBの方との「死と向き合う仕事」への 

差別意識について、正しい知識を生徒たちに伝えていければと考えています。 

 

 

御礼！！！ 

 

  去る２月１０日（月）に開催された江戸川区教育課題実践実践推進校の発表会へ学校関係者も含む 

約１５０名程度の皆様（保護者・地域の方々凡そ９０名程度）の御参会に感謝申し上げます。 

  当日は、本校の実践報告、本校の学校運営協議会及び文部科学省 CSマイスター兼東京都 CSアドバイ 

ザー講演会で、概ね好評の中で、発表会を終了することが出来ました。 

  とりわけ、多くの傍聴者を前にしての学校運営協議会は本校の学校運営協議会会長をはじめ、各委員の方 

々には、さぞかしご負担であったこととして、改めて御礼申し上げます。 

  アンケートでは、「コミュニティ・スクールとはどんなものなのかよくわかった」「学校運営協議会の運営の仕 

方が理解できた」などのお声がありました。地域と共に創る学校を次年度以降推進してまいります。 


